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2015年６月19日（金）、本年度第１回の役員会を愛知東邦大学の会議室において開催し、前年度の「事業報
告」「収支報告」の承認を得るとともに、新年度の「事業計画」「事業予算」を決定した。今年度はフレンズ・
TOHO設立20年にあたり、記念総会・記念講演会を2015年９月19日（土）に予定しているが、以下に報告
する決定事項について、改めて報告したいと考えている。

〈はじめに〉　2014年度事業計画に則り、法人会員と個人会員の加入促進に努めると
同時に、学園の積極的支援もあって、新たな法人会員・個人会員の皆さんをお迎えす
ることができました。会員数は、2015年３月末日時点で、法人会員137社、個人会員

１．学習・研修の充実
⑴　講演会
　時局のテーマを講演することにより、会員の学
びの場とするとともに、著名人の講演を学園広報
のツールとして活用し、知名度向上に繋げること
を目的に開催しました。
①第１回講演会（定期総会時）
　2014 年６月 25日（水）、名古屋グランパス
栄養アドバイザーの森裕子氏（管理栄養士）を
講師に迎え、「Ｊリーガーから学ぶ　健康に過
ごす為の食事の選び方」と題した講演会を開催
いたしました。健康の大切さが再認識される昨
今、会員の方々はもとより、一般の参加者も数
多く、計 141 名参加の盛況な会となりました。
（会報 38号・Ｐ２～ 10掲載）
②第２回講演会
　2015 年１月 17日（土）、講師に桑山紀彦氏
（NPO法人地球のステージ代表理事、東北国
際医療会心療内科医師）をお迎えして「地球の
ステージ３～果てなき回帰～」を愛知東邦大学
地域創造研究所との共催で開催いたしました。
参加者は 75名。

③第３回講演会
　2015 年３月９日（月）名刺交換会開催時に、
法人会員向け「座談会」を開催いたしました。
パネリストは、菊水化学工業株式会社取締役最
高顧問遠山昌夫氏（フレンズ・TOHO会長）、
株式会社ヨコミチ社長横道政男氏、東邦学園理
事長榊�直樹氏（フレンズ・TOHO名誉会長）
の３氏。個性・経験ともに豊かな３氏による座
談会は、ウィットとともに生きるヒントに富み、
聴いている者の心に残るものとなりました。（会
報 39号に掲載予定）

⑵　研修・講座企画
　会員の方々を中心に、多様な興味・関心に応え
る研修会・講座を企画し、研鑽を積む機会とする
とともに、交流の場としても重視したいと考えま
したが、会員の皆さんのご期待に充分に応えるほ
どの企画はできませんでした。反省することしき
りです。
①自然と親しむ会
　2014 年８月 23 日（土）、「明知鉄道で寒天
料理を食べながら、馬篭宿、岩村城散策の旅へ」
を企画しました。当日の参加者 23名、暑い夏

2014 年度 フレンズ・TOHO「事業報告」事業
報告

193名となり、合わせて400の会員数となることを目指していますが、更なる取り組みが必要だと思われます。
また、2015年は「フレンズ・TOHO設立20年」であり、記念事業を成功させるため、「設立20年記念事
業実行委員会」を立ち上げました。運営委員の皆さまには、何度もご足労いただいて実行委員としての責務を
果たしていただいております。

2015 年度 第１回役員会開催
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のさなかでしたが、涼しげな寒天料理は口に気
持ち良く、また、少々天候には恵まれませんで
したが、下出翁の教育信条の原点ともいえる佐
藤一斎（岩村藩）の歴史に触れ、楽しく有意義
な旅となりました。
②個人会員・家族向け講座、地域向け講座
　今年度は、下記２講座を開講いたしました。
参加された方々からは、「楽しかった」「連続し
て参加した」など、好評をいただいているもの
の、地域の方の参加がほとんどで、さらに多く
の会員さんに参加してもらえるよう、工夫が必
要だと思われます。
ⅰ）2014 年８月 21日（木）、昨年に続き、川
江里香さん（東邦高等学校非常勤職員）を講師
に迎え、「親子スイーツ教室」を開講いたしま
した。メニューは、「簡単ゼリー」「スコーン」「ス
ノーボール」。「前回も参加して、期待して待っ
ていた」と連続して参加してくれた人、「評判
を聞いて参加した」と言ってくれた人など 14
名が参加し、大いに喜んでいただきました。
ⅱ）2014 年８月 27日（水）、22名の参加で「親
子理科教室」を開講いたしました。講師は、東
邦高等学校理科教諭東村氏、理科助手酒井氏。
実験内容は、「“レンジでチン”ホットケーキ」「ド
ライアイスでシャーベット」「ホタルの光」「花
火」の４種類。ルミノール反応や炎色反応を使っ
た実験は、子どもたちにとって驚きと発見の瞬
間となり、会場のあちらこちらで何度も歓声が
上がりました。
③１日研修・法人会員向け講座・保護者向け講座・
健康講座
　残念ながら企画することができませんでし
た。次年度こそ、是非とも計画的に開催したい
と思います。

２．交流の充実
⑴　名刺交換会
　2015 年３月９日（月）、愛知東邦大学学生ラ
ウンジにおいて、「第７回名刺交換会」を開催い
たしました。参加は、46社 73 名。新棟（Ｌ棟）
が完成して初めての開催であり、多くの方から「新
棟完成」を喜ぶご挨拶をいただく機会となりまし
た。また、これまでの名刺交換会でつながりので
きた企業の方から、「この会がご縁となってビジ
ネスのつながりが広がりました」とお伝え頂いた

ことは、大変喜ばしいことだと感じました。（座
談会については前述のとおり）
⑵　ドッジボール企画
　昨年度、第１回をフレンズ・TOHO主催で開
催した「小学生ドッジボール大会�トーくん杯・
ホーちゃん杯」が、2014 年８月９日（土）、愛
知東邦大学東邦プロジェクト（担当：大勝准教授）
の学生を中心とした教育プログラムとして実を結
び、昨年以上に盛大に開催されました。参加者
は、オフィシャルの部 19チーム、ジュニアの部
11チーム、選手約 600 名とともに、名古屋市ドッ
ジボール協会の審判のみなさん、学生実行委員・
ボランティア学生など、総勢は 700 名に及ぶと
ころとなりました。
　学生が主体的に企画し、企業の方々の協賛を得
て成功できたことは、フレンズ・TOHOの目指
す「東邦教育の発展への寄与」の点から考えても、
極めて意味のあることだと言えるでしょう。更な
る発展に期待したいものです。
３．学園の教育活動支援

⑴　学内企業展への協賛
　フレンズ・TOHOの「名刺交換会」と同日に
開催された、大学就職課主催の学内企業展への参
加呼びかけに協力し、採用に結び付けられるよう
努めました。
⑵　インターンシップ企画への協力
　大学の新学科（国際ビジネス学科）設置に伴い、
海外でのインターンシップ受け入れ先として、法
人会員である丸菱工業株式会社様にご協力をお願
いしたところ快諾していただきました。今後も国
内・国外ともにご協力いただける幅が広げられる
よう努力したいと思います。
⑶　大学・高校の各クラブへの激励と支援
　全国大会出場クラブ（硬式野球部・サッカー部・
空手道部・水泳部・ダンス部：すべて高校）に対
し、激励金を支給いたしました。特に、高校硬式
野球部の甲子園出場が久しぶりのことで、学内外
ともに大いに盛り上がりました。
⑷　教育活動支援や出版助成
　今年度は、大学の葛原憲治教授の研究成果「ス
イメックスによるアクアセラピープロトコル」（唯
学書房）の出版に対して助成金を支給いたしました。
⑸　中学生対象のスピーチコンテストへの協賛
　2014 年 11 月３日（月）、第９回中学生英語ス
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2014 年度　フレンズ・TOHO　収支報告（案）
2014 年 4 月 1 日から 2015 年 3 月 31 日まで （単位：円）　

収
入
の
部

項　目 予　算 決　算 差　額 備　考
前期繰越金 1,369,427 1,369,427 0
入会金　法人会員 50,000 120,000 70,000 予算 5 社　決算 12 社
入会金　個人会員 30,000 15,000 ▲ 15,000 予算 10 名　決算 5 名
年会費　法人会員 2,600,000 2,500,000 ▲ 100,000 予算 130 社　決算 123 社（うち前納 5 社）
年会費　個人会員 1,000,000 940,000 ▲ 60,000 予算 200 名　決算 188 名
講座・研修参加費 300,000 179,400 ▲ 120,600
広告収入 900,000 945,000 45,000
受取利息 200 317 117

合計 6,249,627 6,069,144 ▲ 180,483

支
出
の
部

項　目 予　算 決　算 差　額 備　考
①事業費　講演料・各種研修 900,000 254,033 ▲ 645,967
　　　　　学園活動支援 800,000 500,000 ▲ 300,000 大学：出版助成支援
　　　　　その他（援助金・祝金等） 250,000 300,000 50,000 クラブ活動援助
　　　　　学内企業展 50,000 0 ▲ 50,000
　　　　　企業交流会 250,000 413,295 163,295 於：学内（観光 H ケイタリング）にて開催
②会議費　総会等 1,300,000 1,656,099 356,099 於：名古屋観光ホテル
③印刷費　会報 300,000 241,920 ▲ 58,080
　　　　　名簿作成費 75,000 75,600 600 未払金処理
　　　　　封筒・振込用紙類等 30,000 27,540 ▲ 2,460
④通信費　会報・学園広報誌発送・web メンテナンス 300,000 144,696 ▲ 155,304
⑤事務費・交通費等 100,000 82,012 ▲ 17,988
⑥予備費 150,000 120,000 ▲ 30,000 高校野球部の甲子園出場祝い金
⑦本会設立20年記念事業積立金（目標300万円） 300,000 300,000 0
⑧期末未払金（名簿作成費） 0 ▲ 75,600 ▲ 75,600
次期繰越金 1,444,627 2,029,549 584,922

合計 6,249,627 6,069,144 ▲ 180,483
 ※設立 20 年記念事業積立金残高 2,405,595
 ※奨学金基金積立預金残高 2,001,742
 ※次期繰越金 2,029,549
―――――――――――――――――――――――――――
 合　　計 6,436,886

ピーチコンテスト（高校主催）に協賛し、援助金
を支給いたしました。参加者数は、これまでで最
高の 72 校 202 名。教育の大切な機会として取
り組み、連続して出場する中学校が増えているこ
とは嬉しいことです。
⑹　学園主催の納涼音楽祭への協賛
　2014 年８月 30 日（土）に行われた納涼音楽
祭に、例年通り法人会員に対し模擬店などの出店
や機材の貸し出し協賛金などへの協力をお願いい
たしました。
４．会報「みどりの風」と会員名簿の発行

⑴　会報「みどりの風」
　37号を８月 30 日、38 号を３月６日に発行い
たしました。37 号は「総会報告」を中心とした
構成でしたが、38 号は会員の皆さんからの積極
的な寄稿によって作成することができました。会
員の皆さんにとって読みやすく楽しみにしていた
だける紙面づくりに努めましたが、未だ十分とは

言えず更なる工夫・努力が必要であると考えます。
　また、会報誌に会員広告を掲載することによっ
て企業様に広報の機会を提供するとともに、企業
様には会報の発行を支えていただきました。
⑵　会員名簿の発行
　これまで１月に発行してきた会員名簿を、年度
替わりの時期と合わせて４月に発行いたしました。
⑶　HP の更新
　HPの充実をはかるための編集作業を業者に依
頼しておりますが、未だ終了できておりません。
事務局の準備不足を痛感し、反省するとともに設
立 20年を期して皆さんに喜んでいただけるよう
なHPにしたいと気持ちを新たにしております。
５．フレンズ・TOHO「設立20年」に向けて

⑴　「設立20年記念事業」実行委員会を設置
　実行委員には、フレンズ・TOHO現運営委員
の皆さんにお願いいたしました。

 郵貯銀行 236,380
 三菱東京 UFJ 銀行（定期預金） 2,105,595
 豊田信用金庫（普通預金） 2,001,742
 三菱東京 UFJ 銀行（普通預金） 1,711,381
 三井住友銀行（普通預金） 300,056
 現金 81,732
―――――――――――――――――――――――――――
 合　　計 6,436,886



（5）第 39 号

2015 年度 フレンズ・TOHO「事業計画」事業
計画

１．設立20年記念事業の成功
　設立20年を記念して以下の事業を行う。また、
その成功のために、必要に応じて記念事業実行委
員会を開催する。
⑴　設立20年「記念講演会」
①�日時：2015 年９月 19日（土）
②�会場：名古屋東急ホテル
③�講師：渡辺和子氏（ノートルダム清心学園理事長）
⑵　設立20年「記念総会・祝賀会」の開催
＊日程・会場は、上記「記念講演会」に同じ

⑶　設立20年「記念誌」の発行
・20 年の歴史を振り返り、また後に続く人た
ちへのメッセージとして記録を残す

⑷　設立20年「記念品」の製作
・設立 20年を記念して、会員の皆さんに「手
元に残しておきたい」と思っていただけるよ
うな記念品をつくりたい

２．学習・研修の充実
⑴　講演会
　時局のテーマを講演することにより、会員の学
びの場とするとともに、著名人の講演を学園広報
のツールとして活用し、知名度向上に繋げる。
①第１回講演会（設立 20年記念講演会として）
＊前述のとおり
②第２回講演会
・秋頃を目処に、地域創造研究所との共催で開催
する
③第３回講演会
・２月頃におこなう名刺交換会開催時に、法人向
けの講演会を併せて開催する

⑵　研修・講座企画
　会員の方々を中心に、多様な興味・関心に応え
る研修会・講座を企画し、研鑽を積む機会とする
とともに交流の場としても重視する。また、より
多くの会員や地域の皆さんに参加していただくた

めに、早急に年間計画を立てて準備を進める。
①自然と親しむ会
・四季や自然を楽しむ日帰り旅行を企画する
・自然と触れ合いながら、会員や地域・同窓生な
どとの交流を図る
②１日研修
・専門講師による解説を受ける社会見学を企画する
・その土地の由来など、個人旅行では得難い講義
を受けることにより教養を深める
③法人会員向け講座
・法人会員向けに経営マネジメント講座を開講
し、会員同士の理解と交流を深める
・大学の知的財産を活用する講座を開講し、大学
の教育内容への理解を得ることにより、産学連
携の可能性を探る
④個人会員・家族向け講座、地域向け講座
・個人会員が家族で参加できる講座を理科実験
室・食物実習室や売木山荘を使って開講する
　（Ex. 理科実験親子教室・親子スイーツ講座・
キャンプを楽しむ講座など）
・地域住民の方々や会員の皆さんに学園への理解
をより深めていただくために、学園の特色を生
かした講座を開講する
・地域住民の方を講師に招いた講座の開講を検討
する
⑤健康講座
・会員の健康増進を目的として開講するが、会員と
ともに地域住民の方々にも広く参加を呼びかける
・大学に新たに開設されるトレーニングセンター
を有効に活用したい

３．交流の充実
⑴　名刺交換会
　法人会員同士が名刺交換を通じてビジネスの場
を拡大する機会とするとともに、法人会員向け「講
演会」を企画する。

の発展に寄与し、愛知東邦大学・東邦高等学校の教育活動の充実を支援する組織として拡大・成長していくた
めの節目の年とできるよう、心して新しい年に向かいたい。

今年は「フレンズ・TOHO」が設立されて20年の年である。東邦学園を愛し、支え
ようとして下さる皆さんの思いを集約した存在として出発した「フレンズ・TOHO」
も、法人・個人合わせて300を超える会員数の組織となった。今後、さらに東邦学園
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⑵　TOHO スポーツイベント（少年野球大会・
ドッジボール大会・少年サッカー大会）協賛
　これまで、大学が個別に開催してきたスポーツ
イベントを、学生の経験値を継続的に高めるため
に今年度からまとめて名称を変更し、開催。学生
が主体となり、地域の方々と協力しながら企画・
運営していく、この取り組みに対して支援をおこ
なう。（別紙参照）
⑶　その他
　会員同士や地域の方々との交流を深められる企
画を検討し、時期を失することなく開催する。
４．学園の教育活動支援

⑴　学内企業展への協力
　大学就職課と連携して法人会員に学内企業展への
参加を要請し、採用に結び付けられるよう協力する。
⑵　インターンシップ企画への協力
　法人会員に対し、愛知東邦大学生・東邦高校生
や EvCC学生のインターンシップ受け入れの協
力を依頼する。
⑶　大学・高校の各クラブへの激励と支援
　大学・高校のクラブ活動を支援するため、全国
大会に出場するクラブに対して激励金を支給する。
⑷　教育活動支援や出版助成
　大学の研究者に対し研究成果出版に対する助成

金を支給する。また、高校の教育活動への支援金
を支給する。
⑸　中学生対象のスピーチコンテストへの協賛
　高校で開催される中学生対象の英語スピーチコ
ンテストに協賛し、援助金を支給する。
⑹　学園主催の納涼音楽祭への協賛
　法人会員に対し、模擬店などの出店や機材の貸
し出し、協賛金などへの協力をお願いし、音楽祭
の充実に貢献する。
５．会報「みどりの風」と会員名簿の発行

⑴　会報「みどりの風」の 発行
　39号の発行を８月、40号の発行を２月に予定
する。
⑵　会報「みどりの風」の編集・校正
　会員に対して寄稿を依頼し、会員が楽しみにす
る紙面づくりの工夫をする。
⑶　会報「みどりの風」掲載広告の募集・編集
　会報誌に会員広告を掲載することにより、広報
の機会を提供する。
⑷　会員名簿の発行
　４月１日に発行する。
⑸　HP の更新
　HPを刷新・充実する。

2015 年度　フレンズ・TOHO　事業予算（案）
2015 年 4 月 1 日から 2016 年 3 月 31 日まで

2015 年度　フレンズ・TOHO 設立 20 年記念事業予算（案）
2015 年 4 月 1 日から 2016 年 3 月 31 日まで

（単位：円）　
収入の部 支出の部

項　目 予　算 備　考 項　目 予　算
①前期繰越金 2,029,549 ①事業費　講演料・研修・親睦活動 900,000
②年会費　法人会員（125 社× 2 万円） 2,500,000 会員 125 社、退会 5 社、入会 5 社 　　　　　学園活動支援金 800,000
　　〃　　個人会員（186 名× 5 千円） 930,000 会員数 186 名、退会 10 名、入会 10 名 　　　　　その他（援助金・祝金等） 350,000
③入会金　法人会員（5 社× 1 万円） 50,000 新規加入 5 社 　　　　　名刺交換会 300,000
　　〃　　個人会員（10 名× 3 千円） 30,000 新規加入 10 名 ②会議費　運営委員会・役員会等 200,000
④広告収入 900,000 ③印刷費　会報 300,000
⑤受取利息 200 　　　　　名簿作成費 76,000
⑥講座・研修参加費 300,000 研修参加費・講座受講料など 　　　　　封筒・振込用紙類等 30,000

④通信費　会報発送・Web メンテナンス 300,000
⑤事務費　交通費等 100,000
⑥記念事業費 1,800,000
⑦予備費  150,000
⑧前期末未払金支出（2014 年度名簿作成費） 75,600
⑨次期繰越金 1,358,149

合　計 6,739,749 合　計 6,739,749

（単位：円）　
収入の部 支出の部

項　目 予　算 備　考 項　目 予　算
①設立 20 年事業積立金 2,405,595 前年度までの積立金 設立 20 年記念事業費　①総会・祝賀会 2,500,000
②記念事業予算 1,800,000 　　　　　　　　　　　②講演会 1,000,000

　　　　　　　　　　　③記念誌 200,000
　　　　　　　　　　　④記念品 500,000

合　計 4,205,595 合計 4,200,000



（7）第 39 号

古市）足元のお悪い中、よくおいでいただきました。
第７回名刺交換会を始めさせていただきます。第１
部は座談会、第２部は名刺交換会と懇親会になって
おります。私は、司会を務めさせていただきます運
営委員の古市と申します。
　さて、第１部「座談会」は、「起業すること　壁
を乗り越えること　育てること」をテーマに３人の
方をお招きしております。簡単にプロフィールをご
紹介したいと思います。皆さまから見て左手の方、
横道政男様です。株式会社ヨコミチの社長でいらっ
しゃいます。平成23年６月に起業されまして、改修
工事が本来のお仕事だとのことです。野球部の学生
はもちろん、一般の学生も含めて非常にお世話いた
だいております。現在は愛知東邦大学硬式野球部の
監督をしていただいております。続きまして、真ん
中にいらっしゃる方が遠山昌夫様です。菊水化学工
業株式会社の取締役最高顧問でフレンズ・TOHOの
会長でいらっしゃいます。昭和49年「青年経営者研
修塾」塾主に就任されまして、若手経営者の育成に
努められています。厳しく指導をされ、そこから育
たれた方が延べ1,550名、世界各地で活躍されてい
るとのことです。平成元年に愛知県軟式野球連盟会

長に、平成11年には全日本軟式野球連盟副会長に就
任されていましたが、現在は相談役になられており
ます。最後に榊直樹様ですけれども、平成18年に毎
日新聞を退社され、学校法人東邦学園常務理事に就
任、２年後には理事長に就任されました。平成21年
４月から平成23年３月までは東邦高等学校校長を勤
められ、今年の４月からは愛知東邦大学学長に就任
されます。
　皆さん、見ていただければわかりますが、大変魅
力的な３人でございます。お互いが傍におられると
元気が出るということですので、どんなお話が飛び
出すか、楽しみにしております。

榊）皆様、今日はお越しいただきましてありがとう
ございます。今日は遠山会長のお話を是非伺いたい
ということで、遠山会長の間近に居られた横道さん
にもきていただき、インタビュアー形式で進めさせ
ていただきます。実はこのタイトルはまったく会長
にはお断りなく勝手に付けさせていただきました。
でも、遠山さんの80年にわたる人生はこういうこと
だったんじゃないかなと思います。お生まれになっ
たところからお話を伺って、生き様、困難なことも

　　　　　　　　　　　進行役　　榊　　直樹 氏（学校法人東邦学園理事長学長）
　　　　　　　　　　　ゲスト　　遠山　昌夫 氏（菊水化学工業㈱取締役最高顧問・フレンズ･TOHO会長）
　　　　　　　　　　　　　　　　横道　政男 氏（株式会社ヨコミチ社長・愛知東邦大学硬式野球部監督）
　　　　　　　　　　　司　会　　古市　久子 氏（愛知東邦大学学長補佐）

起業すること　壁を乗り越えること　育てること

第７回名刺交換会　「座談会」
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ね。長男次男はもう戦地に赴いておりましたから、
「昌夫、お前まで行くのか？」と、大きな声では言え
ないけれど神戸で涙を流しておりました。そんな時
代です。人生の経験としては非常にいい経験です。
なぜかと言いますと、命がけでやるということです。
遊びじゃない、命をかけてどんなことをしても成功
するぞと思ってやりますし、そんな経験をさせても
らい、ありがたいことだと思っております。ただ、
日本が負けて終戦を迎えた時は放心状態になりまし
たね。８月15日昭和天皇の玉音放送は、当時のラジ
オは音が悪くてね、半分くらいは判りませんでした
ね。神戸の六甲というところで姉と妹と聞き、３人
で大泣きしました。当時はそれくらい国を愛してい
ましたし、みんな一生懸命だったんですね。それも
懐かしい思い出です。
榊）気持ちが変わっていくきっかけとか諦めとか、自
分の考えを合わせざるを得ないこともあったでしょ
うが、どんなことだったんでしょうか？
遠山）日本列島みな貧乏でしたからね。戦争でね。
建物はなかったですし、米を食べるなんてことは考
えられませんでした。サツマイモが主食なんです。
あとはカボチャ。野菜もありませんから、サツマイ
モの葉や茎をおしたしにしたりしましたね。食べら
れるものは何でも食べていたんです。住むところは
防空壕や掘立小屋です。その家で、焼け出された人
達と一緒に６畳に８人とか10人とか住んでたんで
す。苦痛ですよ。今じゃ考えられませんが、人類み
な兄弟みたいに寝食をともにしましたね。そんなこ
とも勉強になりましたよね。
榊）こういう話は、あと10年するとなかなか聞けな
くなるかなと思いますが、ちょっと先に進めて、こ
の後、どういう学校にお進みになりましたか？ある

皆さんに聞いていただき、われわれの新しい活力と
なればいいかなと願っております。では、始めさせ
ていただきます。まず、お生まれになったのは何年
ですか？
遠山）昭和５年でございます。現在85歳です。
榊）先ほどお伺いしましたが、昭和20年終戦がなけ
ればそのまま戦地へ行っていたということですが。
遠山）日本の国のために、ということです。今の若い
人たちとは違うんです。神戸に湊川神社というのが
あるんですが、楠木正成、楠公さんを祭ってありま
す。小学生の時からずらっと並んで見よったもんで
す。必ず日本は勝ちよるんです。そういう生い立ち
でしてね。予科練（海軍の飛行兵）の試験を受け、
昭和20年11月に入隊するはずだったんですけれど
も、終戦が８月15日で行かずじまいになりました。
幸い元気でやっております。これもありがたいこと
だと思っております。
榊）全く想像がつきませんが、予科練のテストとい
うのはどういうものだったのでしょうか？
遠山）頭だけではいかんのです。文武両道でないと
ね。鉄棒でも回転車輪、鉄で出来た球体の中に入っ
てバンザイの形になって転がり回るとか、回転椅子と
いうのがあって椅子を回転させて、急に止めて体が飛
び出たところで「気をつけ！」と直立不動になった
り「前へ！」と行進したりと、命令どおりに動ける
かということをやります。勢いがついているので、
違う方向にいったりもするんです。倒れてしまった
りね。これを成功させないといけないんです。いい
経験させてもらいました。
榊）自ら戦地を目指されるということに対して、お
母さんはどんな反応だったんですか？
遠山）男の兄弟が３人おりまして、私は３男なんです
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（03）3431-2341

いはさっそく仕事をということになりますか？
遠山）神戸は埠頭なんです。港ですね。昔淡谷のり
子という歌手が唄っていましてね。♪窓を開ければ�
港が見える♪この港が神戸です。米軍海兵隊の基地
がありまして、朝鮮動乱の時、神戸の港に海兵隊が
武器・弾薬をどんどん下ろして中継点だったんです
ね。最初に勤めたのは、トヨタ自動車だったんです
が、給料が安くて１年で辞めまして、この港に勤め
だしたんです。給料は良かったです。出て行くとき
に手を振ると、それが２万円になるんです。これで
両親と妹５人を食べさせていました。20歳の時から
ずっと扶養していて、仕事は３つ以上掛け持ちして
いました。今までで一番高収入だったのは、速記士
です。２年間独学で勉強しました。話していること
を書いていくんです。本業は県庁のアメリカ軍の施
設に勤めていました。あと１つは、ギターを弾いて
唄うんです。流しのようにですね。友人の姉のバー
にギターが置いてあって、コードを合わせて唄うと
500円くれるんです。断ってもみんながくれるんで
すよ。気に入られるとお酒を飲めと言われたりね。
芸は身を助けるとはうまいこというなと感じました
ね。
榊）朝鮮動乱は昭和25年６月30日くらいから始まる
ので、私も横道さんも昭和26年生まれですので、今
のようなことは親や上の兄弟はそういう苦労したか
なという時代ですね。神戸には何年までいらっしゃ
いましたか？
遠山）年齢でいいますと、25歳ですね。サラリーマ
ンだったので、「名古屋に営業所を作るから行け」
と言われ、最年少で所長を命じられました。それで
名古屋に来たんです。初めは何も考えずに働いてい
たんですが、この会社は見込みないと思い辞めまし

た。その後は何でも売りましたよ。売れるものは何
でも。で、これからは建築関係じゃないかなと思い
まして、始めたんですね。
榊）その時お金っていくらぐらいお持ちでしたか？
手元にいくらぐらいあったんですか？
遠山）ほとんどなかったですね。スクーター中古を
５万か６万円で買ったんですが、それが精一杯でね。
後は体一つですね。ただ、よく働きました。毎日16
時間は働いていました。いまだにその癖があります
ね。今でもたくさんの人を教育していますから、結
局自分の時間は非常に少ないです。ありがたいこと
ですよ。要請されるもんですから、相手のニーズに
合わせているうちに時間が経ってしまう。どう考え
ても、120歳くらいまでは生きんといかんのですよ。
榊）元手がないのにスクーターを５万円で買って、あ
りとあらゆるものをお売りになるってことですが、
どういうふうな仕組みがなりたったんですか？
遠山）何が不足しているか。何が欲しいですか？と
聞いてそれを仕入れるんです。仕入れは大阪まで行
きましてね。問屋街がありまして、そういうところ
で仕入れて名古屋で売る。客のニーズを掴むことで
す。
榊）しかし、いきなり欲しいものはないかといわれて
も、売れるわけもないでしょうから、どういう形で
お回りになったんですか？飛び込みでお回りになっ
たんですか？
遠山）そうです。ここにいらっしゃる方もそうでしょ
うけれども、全部名刺１枚。今でも名刺はたくさん
持っております。相手より腰を低くして、「よろしく
お願いします」。そこがスタートラインです。
榊）そうやって昭和34年に菊水有限会社を創業され
るんですね。会社組織にされるわけですけれども、
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この時は何人で立ち上げたんですか？
遠山）その時は３人ですね。名古屋には誰もおりま
せんから、出身地の神戸に「名古屋で商売やるから
こんか？」と電話しましてね、おかげでそれなら手
伝うぞときてくれたんです。
榊）私は起業したことがないのでわかりませんが、
目算といいますか勝算というものはありましたか？
または、先のことをお考えになったのか、どんなお
気持ちでしたか？
遠山）だいたい給料取ったら潰れるんです。儲かっ
たら配分するんです。潰れるわけがない。最初は儲
かった分を３等分したんです。そのうち、みんなが
「社長が多く取らないとおかしい」と言って焼酎飲
みながら相談したんです。配分が４：３：２：１に
なった時は感動しましたね。
榊）２年後には中村区に本社と工場を建設なさって
いますが、創業のときに原形が整っていたんですか？
どんなスタートだったんですか？
遠山）それは、一番作りやすい材料は何かと考えた
んです。恥ずかしい話ですが、もともと外装材はた
いしたことなかったんです。白いセメントにクラッ
パーを混ぜて顔料をいれて撥水剤で塗装していたん
です。ミキサーなんかはありませんからね。当時は
ミキサーで作っていたんですが、酒屋に行って１升
飲みまして、その中で撹拌です。着色も顔料買って
きて色を付けたんです。
榊）失礼ですが、そんなのでよく売れましたね。
遠山）いえいえ、それがまたいいんです。この材料
が一番いいんです。今はいろいろ入りますけど、余
分なものが入るからいかん。今でもその材料を使っ
て工事したところはきれいに残っていますからね。
それはね感動します。すごいなと思います。50年

経っても汚れてないとかね。
榊）この本社と工場ですが、工場というのはどれく
らいの広さだったんですか？
遠山）最初は土地なんかありませんから、県庁にい
きまして「どこか土地を貸してくれるところありま
せんか？」と尋ねたら、「そんなのある訳ないじゃな
いですか？」と言われたんですが、「そういえば、
堤防を作ったときの余剰地がある。町内会長を紹介
するから行け」と言われたんです。行ってみたらそ
の方がいい人で話好きだったんですが、名古屋弁で
言ってることがわからなくて話をするのに16日間
かかりました。最後に「ところでよう、おみゃあさ
んは何しにきた」っていわれる程でした。田んぼが
あるからと100坪借りたんです。それから３軒向こ
うの高橋さんに埋め立ての灰をただでもらって、土
留めは誰でと建設にかかるいろいろなことも紹介し
てくださり、部落の良さですね。ありがたいことで
すね。土地はそういうことで、建物は工場っていっ
たってトタンでね。それも、よってたかってみんな
でつくったんです。あんまりお金は使わなかったで
すね。
榊）1961年というと池田内閣に代わって高度成長で
所得倍増、３年後には東京オリンピックと新幹線と、
日本の経済発展がグーンと始まるという時期ではあ
ると思いますが、会社の業績はいかがでしたか？
遠山）そんなに急に大きくなるわけではないんです。
初めは調子良くいきましたけどね。やはり、設備投資
に一番お金がかかるんですね。機械化しようと思っ
たんですが、その負担が大変でしてね。東海銀行の
中村公園前支店でお金を借りました。いくらだった
かなぁ。800万円くらいだったかな。なかなか支払い
ができなくてね。これはいよいよ倒産だなと思った
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こともありますよ。まだ他にも借金がありまして、
こりゃ自殺だなと保険に入っておりました。名古屋
の堀川に、今は少しきれいになっているけど、汚い
川があります。泡がぷくぷくたっていて、こんなと
ころじゃな�と。これがきれいな川だったらわかり
ませんでしたね。保険もらうためにね。川が汚くて
助かりましたね。
榊）その頃、銀行さんがよく800万も貸してくれま
したね。
遠山）それがありがたいことなんです。大ボラを吹
くわけですよ。その後、その方も重役になりました
けど、20年くらい経って、「あの時は粉飾決算でし
てね」と言ったら、「それは、銀行ですからわかりま
すよ」と言われました。長い付き合いですよね。一
生の付き合いです。みんな解ってて協力してくれて
いたんですね。
榊）遠山会長がお書きになっている中に、その後、
従業員が逃げちゃったとありますが、従業員に裏切
られたという話はいつ頃の話ですか？
遠山）それは創業して３・４年ぐらいしてからです
ね。会社が膨張してきた時ですね。人が足りないも
んですから、ナンバー３を引っ張ってきたんですね。
頼んでスカウトしてきたんです。なかなか力のある人
で、人柄もいいし。ところが、これはしょうがない
ですね。自分で独立してやりたいという考えを持っ
ていた人だったですから、退職して独立しました。
その時に従業員と一緒に行っちゃったんです、半分
くらいね。この会社つぶれてしまいましたけどね。
ありがたいことに様子を聞いてくれる方があり、そ
のまま正直に話をすると、余計に応援してくれてた
くさん仕事を回してくれました。正直に素直で一生
懸命生きるということが大事ですね。何のことはな

い、退職した者たちは復職しました。
榊）人を使うという、いい言葉かどうかわかりませ
んけれども、働いてもらうということの難しさみた
いなものを、非常に若い頃に経験されたんですね。
その時の反省はありますか？
遠山）いつもみんなと一緒に行動してるんです。先
頭きって働いていました。いい点と悪い点があると
思うんですが、部下からすると息抜きしたいでしょ
うしね。そんなことが問題じゃないでしょうかね。
榊）横道さん、だいぶ経ってからでしょうけど、昭
和49年入社ですよね。その頃の遠山社長はどんな印
象でしょうか？
横道）本当に遠山会長には入社当時からお世話にな
りました。今日は野球部の沖縄遠征に出発する日で
したが、遠山会長の「横道と会うと元気がもらえる」
という一言で、キャンセルして来ました。僕は、遠
山会長に育てられたといいますか会長の生き様を見
せてもらったので、いろんな仕事をやらせていただ
きました。お話ししたい一つは、もう時効ですから
言いますが、当時、菊水化学は塗料を売っていただ
けなんですが、「売っているだけじゃだめだ。工事
もやろうじゃないか」と、愛知県知事許可を取りに
行った記憶があります。何も知らないで県庁へ行き
ました。担当者から「菊水さんは工事をやってない
じゃないですか？私の目の黒い内は受け付けできませ
ん」と言われたんです。これに引き下がったら私に
雷が落ちるので、何回も何回も行ったんです。そう
するとね、担当が駄目だと言っていた人から代わっ
たんです。女性の、とても親切な課長さんがいらし
て、「ここをこう直したらちょっとはいいかもしれ
ませんよ」とか教えてもらえるようになりました。
２回、３回と重ねるうち、「本当は駄目だけど、あ
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なたの目がかわいいから受け付けます」と。本当の
話ですよ。すぐに社長のとこへ行って、「よくやっ
た」と言ってもらいました。もう一つは、菊水化学
が上場した時に、僕は総務だったんです。その時に
友人が国際証券というところに居りまして、「横道、
創業者は株価が寝れないくらい心配なんだ」と言わ
れ、当時は安月給だったけど、４大証券の担当者全
員に食事を奢って、人間関係作っておいたんです。
なので、証券会社からどこにいてもすぐに連絡が入
るようになっていたんです。早めに策を組んで会長
と二人でやるのが本当に気持ち良かったです。僕が
初めて役員会議に出た時、そこで会長が雷を落とし
たんです。役員全員に「この会社の株価を心配して
寝れんのは俺と横道だけだ！」と言われたんです。
僕は、下を向いてニターとしていましたね。これ
が、社長の印象ですね。というように本当にお世話
になって、今も何をやるにも全力です。
榊）ありがとうございます。話をちょっと戻して、
昭和30年代中頃に従業員にクーデターを起こされ、
その後も何度か困難にぶち当たられたことがあった
と思いますが、記憶に残っておられることありませ
んか？
遠山）あんまり無いですね。どれも誠にいい経験で
して�。有名なコンサルタントの先生と仲良くな
り、あそこにいい人が、こちらに優秀な人がと教え
ていただき、何のことはない全員が私の部下になり
ました。「人さらいの遠山」と言われました。優秀な
人ばかりで、それで会社が大きくなったんです。そ
こそこのいいポストにいるのに、私の会社に来ると
給料は下がるんですが、希望の話をしたんです。人
間っていうのは、お金だけではない、夢をもちたい
ですからね。約束どおり全員役員にしましたし、退

職金も半端な額ではないものを支払いましたけれど
ね。稼ぎますけど、結構気前よくばらまくタイプな
んですよ。人間関係はすこぶるいいと思います。先
ほど紹介がありましたけど、「青年経営者研修塾」に
1,550人おりますからね。みんな社長ですよ。石ポ
ンと投げてコンと当ったらみんな私の弟子です。私
はもともと名古屋の人ではないのにありがたい事で
す。
榊）さて、「人を育てること」という部分で、今、
「青経塾」ということがでましたが、立ち上げよう
と思ったのはどんなお気持ちからだったのでしょう
か？
遠山）ちょっと話が大きくなりますが、日本の国の
ためにやってるんですよ。皆さんがお金儲けるとた
くさん税金払いますでしょ。収入が１億円だったら
半分は税金なんですから、赤字国債なんか必要ない
んですよ。今の国は間違っていますからね。あの借
金誰が払うんですか？国債払うために、また国債を
出す。悪循環なんです。非常に残念だと思います
ね。ですから、みんなしっかり稼いだ方がいいんで
す。税金は半分だから、赤字経営は国賊だと思うん
ですよ。違いますか？日本の政治は黒字になるんで
すよ。福祉もいいんですがね。とにかく国を黒字に
せなあかんですね。
榊）そうすると、税金をしっかり納められる人を育
てないといかんということですね。
遠山）そう言っとります。儲からんやつは国賊だ。
すばらしい日本国民になれと。そのために教育しと
るんですよ。
榊）1,500人という塾生の方、育たれた方、ものすご
い数なんですけれども、ずっと続いてるエネルギー
は何ですか？
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遠山）何のために生きているかということですね。当
然のことですけど、経営者ですから。中小企業でも零
細企業でも経営者じゃないですか。道路にしてもた
だで走っていますよね。この道路も税金です。私た
ちの身の回りのものなんかもみんな税金ですよね。
ですから、そういう意識を持たないといけない。当
たり前の話じゃないですか？もらいっぱなし、これ
を私、国賊だというんです。返していかないかん、
なんらかの形でね。そうしないと国も滅びると思っ
ています。
榊）横道さん、そういう上司というか、トップの元
で育ち、横道さんは甲子園の経験者でもあり、菊水
に入られてから軟式野球部を任せられたと聞きまし
たが、社長からどんな命が下ったんですか？
横道）先ほどの紹介にもありましたが、全国野球連
盟の副会長、愛知県軟式野球連盟の会長なんですよ
ね。国体というのは、愛知県・岐阜県・三重県の優
勝者の中で２社が出られるんです。その当時、愛知
県は負けた事がなかったんですが、負けちゃったん
です。当時は社長だったんですが、「連盟の会でい
やみを言われた」「来年は国体で優勝して、なおか
つ代表になってくれ」と言われました。ところが翌
年、代表になるところで僕が大エラーをやらかしま
した。僕は、高校時代から野球は神様に頼んでもた
めだと思っていました。自分が練習して努力した者
が勝つと思っていたので、野球だけは神様に頼んだ
ことはなかったんです。僕のエラーで９回に２－１
になっちゃったんです。「絶対勝ってこい」と社長か
ら命令されたんですよ。もうどうしたらいいかと思
いましたが、神様がいました。日頃打っていない内
藤くんが、それもエラーで３－２。自分自身が逆転
サヨナラ打った時も泣いていないんですが、大泣き

しました。社長は、「とにかくトヨタ自動車に企業野
球として勝て」と、「同じボールで同じルールでやる
んだから勝ってこい」と言われ、日本一にはなれな
かったけれど、２位が２回ありました。
榊）「同じボールで戦って勝て」という話がありまし
た。大企業と中小企業というわけ方がいいのかどう
かわかりませんが、３人で起業なさって大きくされ
たんですけれども、「小が大に立ち向かう」あるい
は「小は小としての役割がある」ということについ
て日頃からお考えになっていることございますか？
遠山）同じ土俵に立てば負けますわ。だから、小さ
な組織、小さな会社の場合は、ポジションのところ
で一つ一つ勝っていかないとね。力を付けてまた上
のランクにいく、徐々に上がっていくということが
必要になりますね。ただ、生きがいとして、規模が
大きいだけが幸せかどうかいつも問題になります。
人間の幸せはなんだ？ということを考えながら。後
は収入ですよ。収入がなかったらだめですね。
榊）どれをとっても不利な条件ばかりと思うのです
が、打ち勝つことができる、勝つことができるとい
うのはどういうレベルなんでしょうね。
遠山）昔、司馬遼太郎という先生が「峠」という本
を書きましてね、不可能はないと、まず思い込まな
いといかんですよね。コンピュータは計算機なんで
すよ、やはり人間の能力の方が上だと思っています。
榊）つまり、自分を信じ込む、不可能はないって思
いこむことがエネルギーの原点ですか？今、菊水さ
んにも若い方が入ってきます。いつの時代でも「今
の若いやつが」という言い方をしますが、60年近く
歳の離れた方と接せられて思うことはありますか？
遠山）若い人にはエネルギーがありますから、やっぱ
り負けますね。それと純粋ですね。立派です。です
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から、素直に思うことです、こちらがね。新しいエ
ネルギーをもらう、ありがとう。君と話してよかっ
た、ありがとう。そうすると、どんどん出てきます
から、彼らから。
榊）横道さん、愛知東邦大学の野球部も２年前に大
変落ち込んだことがありまして、横道さんに来ても
らって建て直しというか、元気ハツラツにしても
らっているんですけれども、今もその頃も心がけて
いらっしゃることはどういうことでしょうか？
横道）選手にはですね。「とにかく一生懸命やろう」
と。後は人間力を磨くこと。「挨拶や誠実さで心をも
らう人間になろうな」ということをやっています。
必ずピカピカの大学生にして社会に送り出す。僕は
宣言します。かわいい学生たちで、逆に僕もエネル
ギーもらっています。本当に変わってきましたので、
理事長、もう少しお待ちください。
榊）今、野球部は１部入れ替え戦を戦える２部にい
ます。横道さんに引き受けていただいた時は３部に
いましたので、少しずつ上がっています。この遠山
会長の訓示が生きているかもしれませんね。最後に
一言メッセージがありましたら、お願いします。
遠山）ありがたいことでね。理事長のご親戚にあた
る下出さんという方、亡くなりましたが、友人だった

んです。前の理事長ですね。上品な方で、影響を受
けました。質が高いんです。人を恨んだりしません
しね。素直にずっとこられた方ですから、この人と
なら一生何でもできると仕事をしてまいりました。
下出さんに引っ張られて実はかけあがってきたんで
す。
榊）如何でしたでしょうか。今日は一つ二つ、それ
ともたくさん、こういうことだったのかと受け止め
ていただけたら、皆さんのためになったかなと思い
ます。ありがとうございました。

古市）ありがとうございました。人生の達人のお話、
如何でしたでしょうか？生のお話を聞かせていただ
いて、新しい種をそっといただいた様な気がいたし
ます。どうか皆さんの感謝の気持ちと愛でもって育
てていただき、きれいな花をさかせていただくとこ
ろに繋げられるといいかなと思います。
　この後名刺交換会・懇親会がございますので、続
きを聞かせていただくことにしましょうか。大変楽
しいお話、面白いお話、ためになるお話をありがと
うございました。もう一度、拍手でもって感謝の意
を表したいと思います。ありがとうございました。

〒456-0063　名古屋市熱田区西野町１－２
TEL  （052）671 - 4126
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格差社会が広がる日本だが、すべての人に平等な
ものがある。それは時間だ。誰もが年を取り、老い
る。現在、日本は４人に１人が65歳以上だ。国の
試算によると、2025年には団塊の世代が75歳以上
となり高齢化率30%へ、2050年には総人口が減少
する中で、高齢化率は39%へ上昇する。2060年に
は、2.5人に１人が65歳以上、４人に１人が75歳
以上に達すると予測されている。
長寿は素晴らしいことだが、喜んでばかりもいら
れない。現在は高齢者１人に対して現役世代2.6人
で支えているが、2060年には、高齢者１人に対し
て現役世代1.3人で支える社会が到来する。
2000年に導入された介護保険制度は、社会に浸
透した半面、財政負担の大きさから制度の存続を危
ぶむ声が出てきた。2000年度に3.6兆円だった介護
給付費は、2012年度には8.9兆円と２倍以上に膨ら
んでいる。急速に進む高齢化の中で介護保険制度を
持続可能なものにするための見直しが３年ごとに行
われている。制度の内容や保険料見直しなど大幅な
改正が2015年４月から順次施行される。

〈介護保険制度改正：2015年度より始まる主な改正点〉
・要支援者向け介護予防サービスを国から市町村
へ３年かけて移行
・特別養護老人ホームの新規入所者の条件を原則
として要介護３以上へ
・一定以上の収入がある高齢者の利用者負担を１

割から２割へ引き上げ
・低所得者の保険料軽減拡充
・施設利用者への補足給付の要件に資産などを追加

このような厳しい現実にあって、一時退職してい
た私は、何らかの役割を担い、自分も役に立ってい
るという実感を持ちたいと思い、はじめの一歩を踏
み、介護保険施設に何もわからず飛び込んだ。
私が介護職員として働いている高齢者施設は特別
養護老人ホーム（以下特養）である。特養は、常時
介護が必要で、在宅介護が困難な比較的重度の要介
護者が生活する施設である。介護のほか、食事、入
浴、排泄などの日常生活の世話や、機能訓練、健康
管理、療養上の世話を行っている。長寿が当たり前
となり、「治す医療」から「支える医療」への転換が
進んでいる。療養や看取りの場が、病院から高齢者
ホームに移行するなか、特養の役割は「終の住処」
となっている。医療依存度の高い要介護者が増えて
いるが、生活感のある場所で、最期まで療養サービ
スを受けることができる。
看護師が携わる医療に関する状況としては、経管
栄養・胃ろう・在宅酸素療法・インシュリン注射・
人工透析・人工肛門・バルーンカテーテル等がある。
開設して間もない、入居者30名程度の小規模な特
養だが、慢性的な介護の人員不足に陥っている。介
護の担い手の不足は深刻だ。団塊世代が75歳以上に
なる2025年には介護職は新たに100万人の増員が

介護の記
佐竹久美子　

会員の皆さんからの投稿
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必要とされるが、介護分野の昨年の有効求人倍率は
２倍近くとなっている。業界内での転職が多いとは
いえ、男性の平均勤続年数は5.3年と全産業平均の
半分にも満たない。
介護には知識や技術も不可欠だ。施設では、働き
ながら介護福祉士やケアマネージャーなどの資格が
取れるよう研修を受けさせ、その費用を負担してき
た。受講者が休みやすいように、人員も多めにして
シフトを組むなど工夫してきた。しかし、介護報酬
が引き下げられたら、人件費が出せず、研修に行か
せることができなくなる。施設全体のサービスの質
が低下し、入所者に影響する。
少数の介護職員と、手厚いとはいえない看護体制

だが、ホームでは臨機応変に対応している。職員同士
が入居者のケアについて話し込む場面がよく見られ
る。ケア検討会議も、定例・緊急と開かれている。介
護職員から「尿のにごりが気になる」「皮膚に赤みが
あるので床ずれの兆候かもしれない」などの相談が持
ちかけられると、看護師が部屋に出向いて状態を確認
し、対応策を助言する。介護職員は、日頃の生活状況
をよくみているので、ちょっとした異変にも気付いて

くれる。早めに対策を検討できるので助かっている。
介護が必要となる主な原因は、生活習慣病、骨
折・転倒・関節疾患等による生活機能の低下、認知
症の３つである。現在の特養入居者の８割が認知症
で、要介護２～５の高齢者である。高齢者が入院し、
退院後の暮らしを老老介護になるという話はよくき
くが、認知症の人が認知症の人を介護する認認介護
という言葉が登場している。認知症についてさまざ
まな情報が出ているが、私は認知症についてよくわ
かっていなかった。多くの人と同じように、「認知症
になりたくない」「認知症になったらどうしよう」とい
う漠然とした不安を抱えているのが現状であった。
介護をするには、まず認知症を知ることが先決だ。
認知症は、認知症という病気ではなくて、原因とな
る病気によって引き起こされる症状のことである。
代表的な病気には、アルツハイマー病、レビー小体
病、ピック病など神経変性疾患、脳血管障害などが
ある。このほかにも認知症の原因となる病気はいろ
いろあるが、早期発見・早期治療により、治る可能
性のある認知症もある。このような病気が原因で脳
が器質的な変化を来し、生活に支障が出る状態にな

介護施設：ある日のスケジュール
 9：00 健康チェック 血圧・体温・脈拍等を測り、健康状態をチェック
10：00 午前ティータイム 水分摂取。テレビ体操指導　入浴開始（寝浴・リフト浴等）
11：30 検食 食事の味付、盛付、鮮度、食感などのチェック
12：00 食事 配膳と服薬介助
13：00 休憩・昼寝 昼食後ウトウトされる（入居者）　入浴開始（個浴・寝浴）
13：30 レクリエーション 運動療法として、ボール・風船・カード・ボーリングゲーム等。歌唱、言葉遊び
14：00 医療処置
15：00 午後ティータイム　 おやつ、水分摂取
16：00 面会者との話し合い
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伊勢湾台風被災地のその後　愛知東邦大学で地域
経済や地域産業を講じていた現役時代のクセで、退
職後も「地域」から離れられません。筆者が住む
「地域」は知多半島。名鉄河和線を利用して名古屋
市内へ出ることも多い場所ですが、その沿線を含め
て、知多半島沿岸から名古屋南部へかけては、1959
年（昭和34年）９月26日の伊勢湾台風（高潮）に

見舞われ、場所によっては長期にわたる浸水に悩ま
された地域です。2000年（平成12年）９月11日
には東海豪雨に伴う水害（内水）にも見舞われてい
ます。しかし伊勢湾台風から55年経過した今では、
当時の被災地でさえ忘れられかけています。伊勢湾
台風後に海岸堤防がかさ上げされ、おかげでその後
は海水による被害がほとんど起きていないことに安

名古屋周辺の企業・生活は震災に備えているか？
愛知東邦大学元教員　森　　靖雄　

るのが認知症だ。予備軍を含めれば、高齢者の４人
に１人が認知症という時代である。今は身近な問題
として受け止められない人も、いつかは自分自身の
問題となるだろう。
認知症の人には「行動のパターン」があることを
見つけた、訪問診療をしているドクターがいる。そ
の現場での経験に基づいた知見を、講演会等で介護
する人に広く伝えている。まずは①「記憶障害に関
する法則」がある。これは何度も繰り返し同じこと
を言う「記憶力低下」に当てはまる。記憶障害には
ほかに、話したり食べたりした経験そのものを忘れ
る「全体記憶の障害」、近いことから忘れていく「記
憶の逆行性喪失」がある。
暴言を吐く人は、身近な人に感情が強く出る②

「症状の出現強度に関する法則」が当てはまる。介
護する人が押さえておきたいのは、③「自己有利の
法則」である。記憶障害のため、やったことを忘れ
て、「知らない」「そのことをやったのは自分ではな
い」と言う。傷つく言葉を投げかけられて「やって

ない」と言い訳することが認知症の症状なのだと捉
えて、腹を立てないで、その言い分を冷静に受け止
めてほしい。④「まだら症状の法則」は、正常な部
分と認知症として理解すべき部分が混在することを
指す。周りの人は歯がゆく感じて、強い口調で否定
してしまうことがあるが、効果はない。⑤「感情残
像の法則」は出来事はすぐに忘れても、嫌な感情は
残像のように残ること。認知症の人に悪い感情を残
させないためのコツは四つある。それは会話の中で
「褒める、感謝する」「同情する」「共感する」「謝る、
認める、演技する」ことである。家族が認知症の理
解を深めたことで、NGワードを発しなくなり症状
が改善することもある。
認知症の発症を防ぐ薬や根本的な治療薬が登場す
るまでは、まだまだ時間がかかりそうだ。だが、な
にかがきっかけで急に実用化が進むこともある。そ
のときに恩恵を受けられるよう、今の段階で効果が
認められている運動や生活習慣の改善、さまざまな
非薬物療法を続けておくことが大事だろう。

三菱電機株式会社  機器代理店 
          半導体・デバイス国内代理店 
新電元工業株式会社 特約店 
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心してか、かつての水害地にもたくさんの事業所や
住宅が建てられています。
いうまでもなく、事業も暮らしも安全な環境でな
ければ営めません。過度に心配する必要はありませ
んが、危険性を前提とした備えをしておくことは必
要であろうというのが、筆者の持論です。

南海トラフ地震被害を予測する　日本を挟んで太
平洋の島々から中国大陸まで、近年、大型の地震や
噴火が急増しています。地球が活動期に入ったので
はないかと思われる兆候で、地震学者らも「東海・東
南海・南海３連動大震災」への警告を発しています。
行政もこのところハザードマップを配布したり、
被害予測を発表したりし始めていますし、マスコミ
でとりあげられる機会も増えていますが、それが行
動に移るにはまだかなり隔たりがあります。
例えば、ハザードマップを例にとると、浸水予測
ラインはTP（東京湾基準水面）なのかNP（名古屋
港基準）なのか、満潮時や高潮時には海水面は平均
水位よりもどれだけ上がるのか、そうすると水害予
想ラインはどう変わるのか。また、このマップ作製
の基本となる「地震」の想定は、直下型なのか海溝
型なのか（それによって揺れ方が全く違う）。「３連
動地震」は海溝型なので揺れが長時間続きそうで、
そうなると広範囲に地盤の「液状化現象」や「不等
沈下」が起きる可能性があります。地盤が下がれば
当然水が入る被害予想ラインはさらに内陸へ移動す
るはずです。「地震と海水」を考えただけでも、即座
にこうした危険性が思い浮かびます。

予想される名古屋・知多半島の被害　木曽三川の
流出土砂が堆積してできた濃尾平野や、江戸時代以
来の新田地域、戦後埋め立てた海岸部では液状化は
避けられないし、海岸堤防はいたるところで沈下や

崩壊を起こします。壊れれば当然海水が流れ込
むし、そこへ津波が襲えば東北３県どころでは
ない被害が広がるはずです。そうした心配から、
東日本大震災後の宮城・岩手両県被災地へ足し
げく通って、現地の状況を撮影したり聞き取っ
たりして歩きました。
その結果（まだ結論ではありませんが）、名古
屋地区で備えなければならない災害は「津波を
含む水害」と「火災」が主であり、有効な対応
策は「逃げる（危険から遠ざかる）」ことだと考

えるようになりました。「倒壊・圧死」については、
理由を省略しますが、限定的だと考えています。
火災については、市街地から起きるガス漏れと、
海岸埋立地域の貯油槽が原因の火災がほぼ確実に起
きますが、いずれも発火時には水道は止まっており、
消防車もほとんど動けないので、可燃物が燃え尽き
るまで待つほかはありません。津波被害は東日本の
映像でよく知られた状況です。
そうした事態に対して企業の備えは、「被災しても
生産を続ける」ことを目指しておられる経営者が多
い。工場自体は安全な場所にあっても、資材や半製
品が届かない、従業員が来れない、取引先が被災し
たなどの、東日本大震災で経験した事態とは、いさ
さかピントがずれている感があります。

ボランティアの役割に注目　筆者は、1995年１月
の阪神淡路大震災後約３年間、おもに神戸市内の被
災業者調査を手がけて以来、震災と事業継続や暮ら
しの回復に関心を持ってきました。そこへ2011年
３月に東日本大震災が起きたため、現職（教育）か
ら離れて時間が使いやすかった利点を生かして、約
１年後まで毎月10日から２週間ずつ東北各地に滞
在して、小規模事業者や農・漁業者の状況を記録し
続けてきました。その後３年目までは、「ボランティ
アの有効な動かし方」と「被災者の生活復興過程」
を中心に、ほぼ半年ごとに10日間前後ずつ、ボラン
ティアやボランティアを動かす研修に参加しつつ、
現地ボランティア本部の運営実態を見てきました。
阪神淡路大震災の３年後から半田市で続けている

「ボランティアコーディネーター（VC）」養成活動
も、地元の皆さんの尽力で今では多彩な活動が行わ
れるようになりました。それを半田以外の地域にも
拡げることが筆者の次の懸案でした。特に、昨年５
月末に東邦学園の仕事を終えて在宅時間が長くなる

市街地に流れ着いた調味料タンク（釜石市内　2011.11.21. 撮影）
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と、自宅周辺の高齢者や老老介護が多い団地内の様
子が気がかりになり、知多市でも防災とVCの活動
を始める必要感が強まっていました。
知多市の主要部分は水没危険地帯である伊勢湾沿

いに集中しています。そのため、「知多産業道路（155
号線）」と「名鉄常滑線」は長期に使えなくなり、「中
部国際空港」もかなり機能が制約されると予想され
ます。市役所や公立病院も、それ自体は機能を維持で
きてもそこへ行く道路や交通手段が低下するうえ、
被災地特有の業務が加わり、一般的な市民サービス
は低下せざるを得なくなると予想されます。
そのため、被災後の救援物資やボランティアは、名
古屋南部の道路や鉄道が回復次第、内陸を通る「知
多中央道」「半田街道（247号線）」「名鉄河和線」を
利用して到達すると予想されます。知多市でいえば、
５つの中学校区に分けている「コミュニティ（行政
用語）」のうち、唯一海岸から離れている「東部地
区」が、災害救援活動の拠点になると予想されます。

今できることをやっておく　たまたま筆者はその
「東部地区」の端に住んでおり、自衛型の防災対策と
は違う地域ぐるみの防災と被災地支援機能を高める
活動を始める必要性を痛感していたところ、数人の
チームで活動できる条件が整い、今はまだ助走段階
ですが、この会誌が出るころには４ページ建て機関
紙（区域内14000戸全戸配布）が発行され、避難所
の立ち上げや避難所運営、非常食づくりと試食、避
難所運営経験者（福島県相馬市在住）による講演な
どを盛り込んだ「避難所訓練」の準備に追われてい
るはずです。
関西へ転居予定であったのを都合で取りやめたこ
とで、改めて地域生活の充実を図っています。そう
なると、素人談義や経験談だけでは頼りないので、
今年は新しい分野の知識習得のために、名古屋大学
防災研究センターの講座もいくつか受講するように
申し込みました。「八十の手習い」です。

液状化による中層ビルの倒壊（大船渡市内　2011.11.22.撮影）

海岸堤防の決壊状況（宮古市内　2011.6.13. 撮影）

野球と下出義雄1
長谷川　明　

野球と下出義雄1
長谷川　明

2015年は高校野球が始まって100年目。第１回
大会が、1915（大正４年）年に大阪（豊中グラウ
ンド）で開催されている。一方、選抜高校野球大会
（当時は「選抜中等学校野球大会」）の第１回開催は
1924年。この年、東邦商業（現、東邦高校。1923
年創立）野球部は、まだ創部されていない。
この第１回選抜中等学校野球大会は、名古屋の「八
事球場」でおこなわれている。会場となった八事球
場2とは、山本権十郎によって1922年（大正11年）
に作られた山本球場である。

東邦商業は教育理念に「人格教育」を掲げ、課外
活動や校友会活動（クラブ活動）に力を入れ、創立
翌年には、サッカー部をはじめ軟式野球・庭球・バ
レーボール・水泳など各運動部が創部されているが、
硬式野球部の名は見あたらない。
野球部の創部は、1930（昭和５）年５月になる。他

の運動部に比べて創部が遅れた。その事情が1933年
度入学生用の「東邦商業入学案内」に記されている。
「野球については教育上聊か思う所があって、漸く
昭和五年の五月から始めた」と。この「思う所」と
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はなにを指すのだろうか。
1927（昭和３）年、下出義雄が37歳で副校長に就
任する。校長の大喜多寅之助が弁護士業務のため不
在がちのため、義雄は東邦商業の教育活動に主導的
に関わった。彼は「野球部の創設は自分の得手であ
るだけに単に流行を追う軽率な態度」（『追憶の記』3

序文）で創部されて欲しくないと思っていた。

下出義雄は、1902（明治35）年に愛知一中（現、
旭丘高校）に入学すると野球部に所属する。そして
1905（明治38）年度からレギュラーとして出場し、
1907年度まで活躍4している（『愛知一中野球部史』
昭和36年３月30日発行。発行者：愛知一中野球倶
楽部）。卒業後も母校一中の野球部との関わり5は強
く、1913（大正２）年夏、愛知一中が東海三県野球
大会で優勝した際の記念写真に、義雄の姿が見られ
る。先輩としてチームの指導に積極的であったこと
がうかがえる。

義雄は、愛知一中から神戸高商（現、神戸大学）に
進んだ。父、民義（東邦商業創設者）の事業経営後
継者としての高等商業進学が選択されたようだ。東
京高商（３年制本科の上に２年制の専攻部が設置さ
れ、神戸高商卒業生も受け入れた）と神戸高等商業
学校が４年制で、当時商学教育機関としての双璧を
なしていたこともあり、この２校が選択肢であっと
推測される。父、民義の出身が岸和田であったこと
から関西の学校を選んだとも考えられるが、野球少
年であった義雄は野球を通じて親しみもあった、神
戸に大きな魅力を感じていたことがうかがわれる。
だが、それを知る資料はない。
神戸では野球が普及し、盛んであった。1908（明
治41）年12月、アメリカプロ球団「リーチ・オー

ル・アメリカンズ」が来日すると、神戸の東遊園地
で「神戸野球倶楽部」との対戦があった。また、義
雄が愛知一中時代、選手として「神戸クリケットク
ラブ」との対戦経験があることも見逃せない。
義雄は､ 神戸高商を1913年３月に卒業すると東
京高商専攻科（現、一橋大学）へ進み、そして同校
を1915年に卒業する。東京高商専攻科では福田徳三
博士に師事し、研究職を目指すよう勧められた。だ
が、進んだ道は研究職ではなく実業界であった。
「東京海上に勤務した二年間は故各務鎌吉氏の秘
書として社長学を修めてから大同電気製鋼所に移っ
て取締役支配人、名古屋紡績専務、名株理事長と極
めて順調な人生行路を進んで来た」（『日本産業経済
新聞』1944年２月18日）。
その一方、かねてから「学校の先生という資格を
持って学問する」（同上）のではなく、「事業を致し
ながら勉強したいと思い」（同上）、教育事業、すな
わち東邦商業の学校経営に携わることとなった。「私
（民義）も義雄も､長年いろいろな会社に関係してみ
て、真面目に実直に働く人材の養成が急務であると
痛感した」（『下出民義自傳』）ことにより、教育事業
に乗り出した。
義雄は学究肌であったが「しかしその半面運動神
経も発達しており、少年野球から始まって、愛知一
中、神戸高商、東京海上勤務時代を合せると選手生
活は十年以上に及んでいる」（同上）。それだけに、
野球への思い入れは強かった。「野球は元来私の特技
とするところであるがそれだけに野球に対しては一
つの信念を持って」（『追憶』）、「プレーを通じて生徒
の品性を向上させ、恥ずかしくないチームを造る」
には、「フェアプレーの道をはずさないことがもっと
も大事である」（同上）と考えた。満を持して野球部
を創部すると、「熱烈な後援会も出来時々早稲田から

1　1890（明治23）年生。東邦商業第２代校長、初代理事長
2　八事球場は、戦後、国鉄の名古屋鉄道管理局が買収して国鉄八事球場と名称が変わり、国鉄の民営化後はＪＲ東海八
事球場として社会人野球の練習場として使われていたが、老朽化により1990年（平成２年）に撤去された。
　1940年当時の地図には「山本グラウンド」と記載されている。
　http://www1.nhk.or.jp/sports/koukouyakyu100/columns/trivia-04/
3　東邦会（同窓会）が発行した『追憶の記』（1953年10月発行）
4　1906年９月28日、関西連合野球大会に、6番サードとして出場。
　　1907（明治40）年８月12日、第5回東海五県連合野球大会の優勝戦に、４番ファーストで出場、敗退。
　　1906（明治39）年10月30日、神戸クリケットクラブとの一戦に、7番レフトで出場。11x対０で大勝。
　　同年４月、関東遠征。慶応（９：２）・早稲田（５：２）・学習院（１：３）・一高（６：０）と対戦。
5　1908年に愛知一中を卒業。1909年４月、一中OBとして慶応普通部とこぬか雨の降る中、愛知一中の校庭で雌雄を
決する戦いをし、１：１と引き分。４番ファーストで出場。
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『愛知一中野球部史』より転載。
写真説明が上下入れ替わっている（筆者注）。

懇切な指導を受けてをるから将来の進出期して､ 待
つべき」（前出「入学案内」）と期待を隠さない。
当時、愛知県の中等学校の野球レベルは高く、選
手権大会には連続３回の全国優勝（1931､ 32､ 33
年）を中京商業が成し遂げ、第８回選抜大会（1931
年）にも同校が準優勝をしている。
東邦商業関係者の期待に違わず、第11回選抜中
等学校野球大会（1934年３月28日～４月７日）に
東邦商業野球部は初出場した。「初出場ながら第一
戦で京都一商（３：０）、第二戦で明石中学（６：
３）、さらに勢いにのって第三戦海南中学（５：２）
と次々に連破し、ラジオに耳を傾ける地元名古屋で
の人気は高まるばかりであった」（『東邦学園五十年
史』。カッコ内得点は筆者）。優勝戦は浪華商業との
一戦。誰しもが初出場の東邦に不利と見ていたが、
試合が始まると「息づまる投手戦」となり、スコア
ボードには０が並んだ。０対０の延長戦の10回表、
浪華商業のピッチャーがランニングホームランによ
り１点を先取すると「関西贔屓の大観衆の勢いは大
鉄傘を揺り動かさんばかり」（『追憶』）で、万事休
すと思われた。その裏の逆転劇を義雄の回想
（追憶）から再録してみる。
「無死ランナー一塁という絶好のチャンス、
次の打者は村上である。私はそれこそ多年の
球歴の来る自信から次の打者村上に躊躇なく
力一杯の打撃のサインをした。村上の一撃は
はからずも右中間を抜いて片岡、村上相次い
でホームインし、瞬間に試合はひっくり返り、
東邦初の優勝はなった。あの時のサインは私
の満々たる自信と、敵の一点差の先取得点を
何の恐るるところなく、満身力の溢るる攻撃
に出たことによるのであり、これは私自身の
球歴に見ても快心の策」（義雄の記憶によれば
このようであったが、1934年５月20日発行
の『東邦商業新聞』によれば、２番岡田が四
球。３番片岡が一塁左のゴロ、敵のエラーに
より２、３塁に進塁。次の打者村上のヒット
により２者がホームイン）であった。
この優勝は、義雄にとって望外の喜びで
あった。当時、野球部は「専用のグランドを
持つに至らなかったので、�茫漠たる広場で
練習」（『追憶』）していた。「選抜野球の選に
入ることが出来」、「せめて一ころにだけはな
りたくないという気持」（同上）で出場した。

ましてや全国「優勝を夢見る如きは誰も考えなかっ
た」（同上）。

1936年１月、名古屋にプロ野球団、名古屋軍（商
号：株式会社大日本野球連盟名古屋協会。中日ドラ
ゴンズの前身）が設立されると、義雄は相談役とし
て加わっている。
東邦商業は、1939年・1941年の選抜大会でも優
勝し、この戦前３回と戦後１回の優勝が「春の東邦」
の名声を得るに至らしめた。
戦後、公職追放により、「すべての関連会社への出
入りが差し止め」（『東邦学園90年誌　夫、下出貞雄
とその周辺』）られ、企業経営の一線から身を引く
と、義雄は「徐々に体を弱らせ」（同上）心身の不調
を抱えて長浦（知多市）で静養した。
野球少年であり、愛知一中時代から社会人までの
十数年におよぶ野球選手時代を送った義雄は「元来
ガッチリとした体躯の持ち主」（『東邦学園90年誌』）
であったが、病には勝てず1958年１月20日、その
生涯を閉じた。時に、義雄、67歳。
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「先生、それテストに出るの？出ないの？どっち？」「余分なこと言ってないで先に進んでよ」�教員時代、
何度か耳にした生徒の声です。テストに出る、「余分ではないところ」をしっかり覚えて優秀な成績をゲット
する、そういうタイプの生徒は、いつの時代にもいるものです。「きっちりと基礎を覚える」ことは決して悪
いことではありません。基本的な力というものはすべての礎となるもので、新たな発展・展開には欠かせない
力であります。
しかし、問題はここからです。毎日の生活が、マニュアル通り、想定通りに進んでいくなんてことなど、ほ
とんどありません。スポーツでも仕事でも、ボランティア活動でも、日常生活においても、災害に遭遇した時
も、あらゆる場面で私たちは臨機応変に対処することを求められます。「いざ」という時、「あの本の何ページ
に書いてあったっけ？」などと考えても、解決できることはほとんどないでしょう。臨機応変に対処するには、
瞬時のうちに、状況を認識し、吟味し、判断し、行動しなければなりません。「自分は何をすべきか」「自分に
は何ができるか」を考え、自ら行動できる若者を育てるのに何が必要なのか、今一度、私たち大人が考えるこ
とが求められていると思います。

秋の「味覚」講座…予告
!!

その１
「自然と親しむ会…紅葉は？」
久しぶりの
「秋の企画」です。
さて、どこへ
行けるのかな…。

その２
「本格そば打ち講座」

「今年の年越しは…」などと
張り切ってみませんか？

その３
「本格スイーツ講座」

パティシエが……？

その４
「おいしいコーヒーの淹れ方」第３弾
好評コーヒー講座です。
常連さんだけでなく、
皆さん、どうぞ。

　暑い暑い夏でした。いよいよ『みどりの秋』、『おいしい秋』です。

　フレンズ・TOHOでは、「秋のお楽しみ講座」として以下のような企画を考えています。

近日中に詳細をお知らせいたしますので、楽しみにお待ち下さい。

編集後記


